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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文の内容は，Japanese Journal of Radiology 誌に 2022 年に公開されている。 

本研究は、超高精細 CT を用いた冠動脈 CT のモーションアーチファクトに対する心拍数の影響

を検討し、超高精細 CT による冠動脈 CT の最適心拍数の上限を明らかにした。 

狭窄を有した模擬冠動脈を心臓動態ファントムに装着し、40-90 bpm の 10 bpm 間隔と 0 bpm の全

7 種の心拍数状況下で、超高精細 CT と従来 CT それぞれで撮影した。それぞれの画像に対して模擬

冠動脈の内腔径と鮮鋭度を定量的に解析した。さらに、超高精細 CT で撮影された冠動脈 CT の臨

床画像を視覚的に評価した。 

60 bpm 以下では、従来 CT よりも超高精細 CT は冠動脈内腔径の誤差が小さくなった。しかし、

60 bpm を超えると、従来 CT よりも超高精細 CT の方が冠動脈内腔径の誤差が大きくなった。鮮鋭

度は、従来 CT よりも超高精細 CT が有意に高くなった (p < 0.05)。 臨床画像による視覚評価のス

コアは、患者の心拍数と負の相関があった（Spearman r = - 0.71, p < 0.01）。さらに Receiver-operating 

characteristic 解析では、診断に不適切な画質となるカットオフは 61 bpm であり、曲線下面積 0.87・

感度 95%・特異度 71%であった。 

本研究の結果、60 bpm 以下では従来 CT よりも超高精細 CT は冠動脈を正確に描出できること、

冠動脈 CT に超高精細 CT を用いる際の最適心拍数の上限は 60 bpm であること、が明らかになっ

た。 

 本研究は、超高精細 CT 画像による冠動脈の画像化には心拍数が大きく影響し、適切な画像を得

るには毎分 60 心拍以下であることがのぞましいことを示しており、患者ごとに最適な検査方法を

選択することを示す臨床上も大変重要な研究と考えられる。審査において調査委員が行った質問に

も適切な解答が得られており、調査委員の合議の結果、本論文は博士(保健学)の学位に値するもの

と認める。 
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